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東郷元帥記念公園 第 21 回協議会 議事要旨                          

 

１．開会（区） 

２．挨拶（区：環境まちづくり部部長） 

３．会長の挨拶 

４．議事 

１これまでの検討経緯 

２上段・中段広場についての報告事項 

３下段広場についての協議事項 

５．その他（区） 

６．閉会（区） 

 配布資料 

 ① 資料－1 次第 

 ② 資料－2 議事要旨（第 20 回） 

 ③ 資料－3 東郷元帥記念公園改修工事検討協議会（第 21 回） 

 

【議事】 

■上段・中段広場についての報告事項に対する意見 

◆学識者／樹名板・ＱＲコード 

・樹名板にＱＲコードを設置するとあったので、その内容として、大きな樹木には歴史や管理の

経緯を辿れるような情報を入れると年輪や愛着を感じられよい。 

→事務局：樹種の情報だけより、先生のご意見が重要なのではないかと思う。維持管理につなげ

られたらと思う。 

 

◆意見／サイン 

・サインを設置する際、支柱の基礎で樹木の根を痛めることがあるので、注意して欲しい。また、

サインの形、色をバラバラにせず、デザインに統一感を持たせた方がよい。 
→事務局：サインのデザインについて、ご提案頂いた上で設置出来ればと思う。 
→意見：サインには、共通のデザインをするなど統一感が欲しい。 

  
◆意見／電話ボックス 

・電話ボックスをなくして、災害の時に大丈夫なのか。東日本大震災時に携帯電話が繋がらず公

衆電話に長蛇の列が出来たが、大丈夫か。 
→事務局：基本的に災害時は、携帯電話使用の需要が高いと思う。また、ＮＴＴは、公衆電話ボ

ックスは撤去の方針だと聞いている。今後、心配もあるかと思うので対応を確認する。 
→会長：災害時に公園がどう機能するかは地域にとってとても重要なことなので、区の内部で連

携して検討して下さい。 
→意見：携帯電話を持っていない子供にテレホンカードを持たせている。何かあった時は公衆電

話から連絡をするよう伝えているので、公園に電話があると助かる。 
→事務局：確かに災害時や子供のためにも残せるかＮＴＴに要望して行きたい。 
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◆会長／災害時の公園運用 

・下段広場には貯水槽があり、災害時には給水を行うと、都から話があった。当時は詳しい運用

をお答え頂けなかったので、それも含めて災害時の運用を検討して頂きたい。 
→事務局：災害対応を含めて、検討したいと考えている。 

 
■下段広場についての協議事項、利用状況報告に対する意見 

◆意見／公園の使い勝手 
・蛇口の水圧が強く子供が調整しづらいので、加減ができるとよい。 
・四阿が一か所しかなく、夏場は暑いので日影が欲しい。 
・ボール遊びをしている子がおり、道路に出ると危険なため、ネット等あるとよい。遊びを禁止

するより、安全対策を検討して頂きたい。 
→事務局：公園の中でのボール遊びは禁止としているが、危険な行為という意味での禁止で、柔

らかいボールで遊ぶのはいいと個人的には思っている。これまで、子供部の事業として、プレ

イリーダーがついて遊ぶ時間を設けていた。東郷公園では、この事業が再開されれば、ある程

度自由に遊ぶことができるのではと思っている。 
→会長：新しい空間が出来たので、使いながら軌道修正していく。単に禁止するのではなく、見

守る仕組みを地域の方や区の方と相談しながら解決していければいいと思っている。 

 

◆学識者／樹木台帳の整理 

・樹名板のＱＲコードと合わせて、履歴や維持管理状況を樹木台帳にデジタルデータとして整理

して頂きたい。 

→事務局：学識者のご助言を頂きながらきちんと整備して行きたい。 
→会長：下段広場の樹木は、植えたばかりでまだ木陰がなく暑いと思うが、樹木の成長を見なが

らやって行きたい。 

 

◆会長／総括 

・蛇口の件は、自閉式するということなので業者さんに調整をしてもらう予定である。 

・スケートボートの話はどこでも問題になっているので、ここでやれない方策を考えていく。た

だし、区内で、問題なくスケートボードが出来る場所を提供する必要があると思う。 

 
■第２回イベント開催案、継続的なイベント開催に対する意見 

◆意見／イベントの提案 

・落ち葉がたくさんある時期なので、焼き芋体験がいいのでは。落ち葉で絵を描いたり、落ち葉

で何かやりたい。普段、公園で火を使ってはいけないのでイベントで焼き芋体験できるとよい。 

→事務局：原則的に公園では火を使えないが、可能な限り考えてもいいと思う。 

→会長：この地域に消防団があれば、火の扱いについて消火訓練や炊き出し訓練のために火を使

うと言った方便を使ってもいいか。備蓄米の期限切れ前に配る時に、炊き出しや公園の資源を

うまく使ったプログラムとしてセットでイベントを考えていけるといい。 

→事務局：防災訓練と合わせて考えるのもいいと思う。是非検討して行きたい。 
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◆学識者／イベント案 

・落ち葉の話は非常に重要だと思う。苦情の多い落ち葉なので、イベントで活用して欲しい。他

にも落ち葉がたい肥になっていく過程を子どもに見せるコーナーを造ってはどうか。 

・斜面地に桜を植えるとのこと、成長すると重なっていくので育成管理を考えていく必要がある。 

・東郷桜はみしょう台木にして欲しかった。今後、接ぎ木をするイベントをされる時は、みしょ

う台木（実から育てた台木）にするとよい。 

→会長：この話は東郷公園だけでなく、次世代に樹木を引き継ぐかという問題のため、非常に重

要なご指摘だと思う。東郷公園ではもう難しいか。 

 

◆意見／子どもたちのイベントへの反応 

・前回のイベントで幼稚園の子供たちは、保護者と一緒にメッセージを描いた。自分たちも公園

づくりに参加できるんだといった意識があり、子供たちも嬉しいと感じている。 

・安全安心に遊べる空間は重要で、地域の方々が安全にどう遊べるのかを「禁止」ではなく、代

替案として検討しているのがよい。守り育てていくという言葉にぴったりだと感じているとこ

ろで、「落ち葉で焼き芋」など自然に触れあえる、子供たちに寄り添った提案があると嬉しい。 

→会長：遊んでいるお子さんと常に近いところにいる方の非常に良い意見が聞けた。子供たちと

近い立ち位置の方々が企画でき、それが運営しやすい環境が重要である。「守る育てる会」は、

早くキックオフして、話し合いを進める必要があるのではないかと感じている。 

 
◆意見／子どもたちの公園の使い方 

・九段小学校がよく話に出ているが、近くには麹町、番町小学校があるので他の学校も交えた計

画を立ててもらえると子供たちも仲良く公園を活用できる。 

→事務局：近隣だけではなく遠方の方も活用できる様に想定はしている。また、幅広い層の意見

の中から可能な限り取り入れていきたいと考えている。 

 

■傍聴者からの意見 

◆意見／公園からの砂埃 

・隣接するマンションに砂埃が入ってきているので何とかして欲しい。 

→会長：近隣への影響は重要な検討事項である。現在は、ダスト舗装となっており、風が吹くと

砂埃がたってしまうことが考えられるが、区の方で対策は検討しているか。 

→事務局：対策をするのであれば水を撒くことが必要となる。個別で情報の共有をしていきたい。 

 

◆意見／東郷坂の環境 

・下段が解放され、ヒマラヤスギがなくなったせいで東郷坂を下ると風雨が強く感じられる。左

側に植栽するなど、もう少し対策できることはないか。 

→事務局：ヒマラヤスギがなくなった経緯としては、有識者たちと検討した結果、周囲への安全

対策として伐採せざるを得なかった。道路沿いに植栽等を検討しており、状況をしっかりと確

認した上で対策を回答させて頂く。 
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◆意見／近隣マンション住民からの意見 

・東郷公園に関するアンケート結果のまとめを要望書として区に提出した。 

・通行、遊びの一時的な利用の方々への配慮より、公園近隣の居住環境への配慮して欲しい。 

・ハトによるフン害が発生しており、鳥や虫を呼び寄せる実のなる木を植えないで欲しい。 

・アジサイなどの低木は、蚊の発生源となるため、安易に植栽しないで欲しい。 

・危険な行為に関する事項については、防犯カメラの設置や看板を立てて欲しい。 

・チヨクルを上段広場にも設置するとのことであるが、広場が狭くなってしまう。東郷坂の通学

路にレンタル自転車が下り走行をすると危険である。 

・サクラの木は可能な限り保存し、伐採する場合には、コマツオトメなどを植栽して欲しい。 

→事務局：現在の計画は、協議会の中で決めてきたものであり、個人的な意見だけではないこと

をご理解いただきたい。この場ですぐ回答はできないが、対応方法を検討し、協議会の中で決

めていきたい。 

 

◆意見／門柱、施設 

・イベントの焼き印はよいが、門柱のサインの「東郷公園」の記載は、正式名称の「東郷元帥記

念公園」にした方がよい。 

・デッキの四阿の屋根の上に、子どものおもちゃやテニスボールが乗っていた。自然と落ちるよ

う勾配をつけて欲しい。 

・東郷公園が丸坊主になってしまった。何年後に緑豊かになるのか。 

→事務局：公園名称については、ＣＧのイメージとして作成したもので、配慮が足りなかった。

屋根については、雨が降った時に水が流れる勾配となっているが、物が乗った時に落ちてくる

勾配ではないのかも知れない。 

→会長：毎日見ている方の意見は貴重ですので、どんどん共有したい。今後の施設整備には配慮

したい。 

→学識者：直近でしっかりと見てはいないため、まだ分からない。今回植えたものがどれほど成

長しているかを確認すれば回答できるので次の回答とさせて頂きたい。 

 

◆会長／総括 

・委員のメンバーだけでなく、毎日お過ごしの近隣の方々へ情報発信を適宜していく必要がある。

事務局にはその役割を担って頂きたい。 

 

【その他】 

 ◆事務局 

 ・次回の協議会及びイベントの開催日程は、会長と相談した上で皆さまにお知らせしたい。 

 

 

以 上 


